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えて
各界に功労の20人を表彰

魚
津
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
表
彰
式
は
、
菊
煎
る
日
月

1
日
出
市

役
所
大
会
議
室
で
、
関
係
者
多
数
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
次
の
却
人
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
晴
れ
の
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

地
方
自
治
功
労

七
漂
秋
政
氏

(ω
歳
)

魚
津
市
青
島
ニ
七
九
番
地
ニ

昭
和
日
年
か
ら
魚
津
市
議
会
議
員
と

し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
く
さ

れ
た
。

地
方
自
治
功
労

漬
住
政
雄
氏

(ω
歳
)

魚
津
市
諏
訪
町

三一
番
一
七
号

多
年
に
わ
た
り
諏
訪
町
5
区
区
長
と

し
て
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
尽
く

さ
れ
た
。

地
方
自
治
功
労

潰
谷
佐
久
三
氏

(ω
歳
)

魚
津
市
大
光
寺
一
七
八
二番
地
一

昭
和
日
年
か
ら
魚
津
市
議
会
議
員
と

し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
く
さ

れ
た
。

教

育

功

労

寺
田
良
作
氏

(
印
歳
)

魚
津
市
北
中
八
一番
地

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

納
税
貯
蓄
功
労

簸
智
勇
五
郎
氏

(
位
歳
)

魚
津
市
双
葉
町
六
番
一
口
号

多
年
に
わ
た
り
東
小
路
地
区
納
税
貯

蓄
組
合
長
と
し
て
納
税
思
想
の
普
及
に

努
め
納
税
成

績
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た
。

地
方
自
治
功
労

長
勢
甚
正
氏

(
侃
歳
)

魚
津
市
石
垣
九
四
番
地

昭
和
日
年
か
ら
魚
津
市
議
会
議
員
と

し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
く
さ

れ
た
。

教

育

功

労

津
山
孫
喜
氏

(
臼
歳
)

魚
津
市
長
引
野
三
五
番
地

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

地
方
自
治
功
労

(2) 

竹

内

進

氏

(
位
歳
)

魚
津
市
仏
国
二
七
七
六
番
地
=
一
六

昭
和
日
年
か
ら
魚
津
市
議
会
議
員
と

し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
く
さ

れ
た
。

地
方
自
治
功
労

森

内

俊

雄

氏

(ω
歳
)

魚
津
市
吉
島
二
丁
目
三
番
一
号

昭
和
日
年
か
ら
魚
津
市
議
会
議
員
と

し
て
市
政
に
参
画
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
く
さ

れ
た
。

教

功

労

育

池

本

隆

氏

(
臼
歳
)

滑
川
市
清
水
町
己
番
一
回
号

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。



産
業
経
済
功
労

教

育

功

高
木
晋
朔
氏

(ω
歳
)

魚
津
市
上
口
一
丁
目
玉
雪
亨

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

教

労

文

化

宮

島

清

氏

(
臼
歳
)

魚
津
市
新
金
屋
一
丁
目
四
番
五
号

永
年
に
わ
た
り
書
道
の
普
及
発
展
に

つ
く
す
と
と
も
に
後
進
の
指
導
育
成
に

努
め
、
本
市

芸
術
文
化
の

向
上
に
尽
く

さ
れ
た
。

労

労

功

功

育

菊かおる日

岸
本
政
雄
氏

(九
歳
)

魚
津
市
中
央
通
旦
一
丁
目
八
番
六
号

多
年
に
わ
た
り
県
及
び
市
魚
商
組
合

の
要
職
に
あ
っ
て
、
魚
商
業
界
の
発
展

と
そ
の
振
興

に
尽
く
さ
れ

た。

関
井
正
雄
氏

(
印
歳
)

魚
津
市
新
金
屋
一
丁
目
一番
五
号

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
。

産
業
経
済
功
労

山
田
園
夫
氏

(ω
歳
)

魚
津
市
六
郎
丸
一
九
七
番
地

多
年
に
わ
た
り
り
ん
ご
栽
培
技
術
の

研
究
と
改
良
に
努
め
本
市
果
樹
栽
培
の

レ

振
興
に
尽
く

A

さ
れ
た
。

厚
生
事
業
功
労

災
害
防
護
功
労

災
害
防
護
功
労

村
井
和
子
氏

(
臼
歳
)

魚
津
市
蛇
田
四
ニ
七
O
番
地

昭
和
初
年
以
来
永
年
に
わ
た
り
看
護

婦
と
し
て
看
護
の
道
に
遁
進
さ
れ
る
と

と
も
に
、
老

人
福
祉
事
業

の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
。

賀
氏

(
臼
歳
)

魚
津
市
新
角
川
一
丁
目
六番
八
号

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に
あ

っ
て
献
身
、
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
本

市
の
防
災
と

住
民
の
福
祉

増
進
に
尽
く

さ
れ
た
。

浅
野
英
輔
氏

(ω
歳
)

魚
津
市
本
町
一
丁
目
七
番
九
号

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
消
防
団
に
あ

っ
て
献
身
、
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
本

市
の
防
災
と

住
民
の
福
祉

増
進
に
尽
く

さ
れ
た
。

竹
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厚
生
大
臣
表
彰

更
生
保
護
功
労

厚
生
事
業
功
労

広
瀬
敏
雄
氏

(
日
歳
)

魚
津
市
大
字
大
海
寺
野
村
四
六
=一八1
二

日
月
1
日
永
年
に
わ
た
り
、
生
活

環
境
の
保
全
及
び
、
公
衆
衛
生
な
ど

に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
厚
生
大

臣
か
ら

表
彰
を

う
け
ら

れ
ま
し

た。

7.R年のご努力をだだえて…2"--'3

明日をになう若者に

豊かなJl~"を…… 4"--'5

シートベルトの着用義務は

一般道にも……6
防火の大役あなだガ主役………ア

くらしと下水道……………・…..8

あな疋の国保…………・・・・…・・…9

この社会あな疋の税ガ

いきている・・・・・.10

あな芝と図書館...........・・・・・・・・・・11

みんなのスポーツ・..........・12"--'13

保健だより・..........・・・・・・・・・・14"--'15
お知らせ・.......................16"--'17

力メラレポ...........................18

eE盟国図

村
井
敏
雄
氏

(
印
歳
)

魚
津
市
本
町
二
丁
目
四
番
五
号

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
青
少

年
の
犯
罪
防
止
並
び
に
更
生
指
導
に
努

力
さ
れ
本
市

の
明
る
い
環

境
づ
く
り
に

尽
く
さ
れ
た
。

加
藤
義
明
氏

(η
歳
)

魚
津
市
中
央
通
り
一
丁
目
七
番
=
号

多
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員
並
び

に
社
会
福
祉
協
議
会
の
要
職
に
あ
り
、

市
民
の
福
祉

増
進
に
尽
く

さ
れ
た
。

広報うおづあなたと市政をむすぷ

(3) 



昭和61年11月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

石者に埋かな心を

if 竹月q日
~竹月30日強調月間

jib-atbibfaith-bista--sibis-bfaith-bibis-aJ
 

K
A
川
い
ソ

/

会

文

ん

子
供
一
人
ひ
と
り
皆
性
格
が
異
な
り
、…

吋

明

君

宗

さ

い
つ
ど
こ
で
こ
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
…

1
f白
島
区
晶
医
宣

t

と
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
…

Z
B竃
且

司

相

対

し
か
し
こ
れ
は
当
然
の
事
だ
と
最
近
…

/
f
!
i
v
¥
滑

:

は
理
解
し
、
そ
の
子
供
に
合
っ
た
話
…

親
の
心
が
ふ
れ
た

μ
!な

り
対
応
に
苦
心
し
て
…

…
子
供
を
取
り
ま
く
環
境
と
し
て
、
ま
た
子
供
は
親
以
上
に
現
代
的
に
…

…
学
校

・
家
庭

・
地
域
社
会
が
よ
く
取
物
の
考
え
方
な
り
、
価
値
判
断
が
進
…

…
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
努
力
が
な
ん
で
い
る
と
思
っ
て
子
供
と
接
触
し

…

…
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
家
庭
環
境
が
た
方
が
子
供
の
心
の
中
に
入
っ
て
ゆ
一

…
最
も
幼
い
子
供
の
心
を
左
右
し
、
そ
け
る
。
親
に
反
発
し
が
ち
な
中
学
生
、

…

…
れ
が
青
年
期
・
大
人
へ
の
性
格
付
け
高
校
生
と
も
な
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
…

…
に
大
き
く
影
響
す
る
と
よ
く
講
演
な
親
は
子
供
を
み
く
だ
さ
な
い
で
対
等

…

…
ど
で
聞
い
た
り
す
る
。
私
も
こ
の
考
に
話
し
合
い
、
あ
る
時
は
子
供
の
意
一

…
え
に
同
感
で
、
子
供
5
人
の
成
長
を
見
に
感
動
す
る
の
も
親
の
大
切
な
心
…

一
幼
い
頃
よ
り
、
よ
く
観
察
し
て
今
日
が
ま
え
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

…

…

に

い

た

っ

て

い

る

が

、

同

じ

親

で

も

…

Fui
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
L
 

次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成
し
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
情
操

を
培
う
こ
と
は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
観
点
に
た
っ
て
、
広
く
国
民
の
理
解
と
自
覚
を
促
し
、
青
少
年

育
成
国
民
運
動
の
一
層
の
発
展
と
そ
の
定
着
を
図
る
た
め
、
日
月
を
「
全

国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

愛の一声を
かけよう

対話を
進めよう

楽しい家庭を
つくろう

環境浄化に
つとめよう

月
間
の
重
点
活
動

⑨
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

⑨
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
の
促
進

⑨
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成
活
動
の

促
進
及
び
有
害
環
境
の
除
去
等

⑨
健
全
な
家
庭
生
活
の
普
及
促
進

月
間
の
主
な
事
業

⑨
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

と

き

日
月
5
日
附

午
前
叩
時
日
分
1

日
時
日
分
頃

魚
津
市
役
所
↓
サ
ン
プ

ラ
ザ
前

風
船
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
配
布
し
て
街
頭

宣
伝
を
行
、
つ
。

青
少
年
育
成
市
民
会
議

-
コ
ー
ス

内

勾生r・
廿

運

動

(4) 
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明日をになう
全国青少年健全育成

る寸}安心でき
づ

f
b
j
j
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
j
j
i
i
i
i
i
j
j
j
i
i
i
i
i
J

…

れ

!
J

/
均一

寛

ん

感

じ

て

お

り

ま

す

。

.

一
庄

司

叶

Y
4
'糊

流

さ

非
行
少
年
の
言
葉
に
、
世
の
大
人
…

一
一
回
刻一

川
J

lh
J
『

同

!

達
は
私
達
を
無
視
し
て
い
る
、
か
ま
…

一
泊ゾ
;
m
川

h
t

M
耳

切

一

4
E
曹
t

i
J可

制

臨

っ
て
く
れ
な
い
、
だ
か
ら
目
立
ち
た
一

-

d
f
l
Fト
y、

如

、、
i

い
と
(
勝
手
な
論
理
か
も
知
れ
な
い
…

…

こ

の

嘩

が
)
然
し
一
分
の
理
、
大
人
の
私
は
…

M

C

、
ス

反
省
し
ま
す
が
私
一
人
で
は
、
あ
る
一

…

少

年

補
導
委
員
、
大
変
い
か
め
し

い
は
数
少
な
い
補
導
員
で
は
現
状
の
…

…
い
名
称
、
重
み
あ
る
職
に
就
い
た
の
対
応
は
不
可
能
で
す
。

…

一
が
昭
和
お
年
だ
っ
た
。
以
来
初
余
年
最
近
目
立
つ
自
転
車
の
二
人
乗
り
、一

…
こ
の
道
一
途
に
懸
命
に
世
の
中
安
穏

信
号
無
視
、
そ
し
て
サ
ー
カ
ス
紛
い
一

…
な
れ
、
少
年
達
よ
幸
せ
に
ー
と
思
い
の
行
動
に
至
つ
て
は
危
険
が
伴
う
の
…

…
つ
つ
今
日
に
な
り
ま
し
た
。
省
え
り
で
注
意
も
出
来
な
い
。
ま
た
ゲ
l
ム
一

一
見
る
に
補
導
に
は
補
導
委
員
の
努
力
コ
ー
ナ
ー
も
然
り
、
一
箇
所
で
成
果
…

…
も
さ
る
事
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
上
っ
て
も
二
十
分
か
三
十
分
後
は
一

一
の
少
年
達
を
よ
く
し
て
や
ろ
う
と
い
元
の
木
阿
弥
の
現
実
な
の
で
す
。
で
一

一
う
強
い
思
い
や
り
と
、
協
力
な
く
し
す
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
絶
…

…
て
は
明
る
く
健
全
な
少
年
達
に
は
な
対
不
可
決
な
の
で
す
。

…

…
り
得
な
い
の
だ
と
云
う
こ
と
を
強
く

愛

の

一

言

を

。

…

F
H
k
a
f3
f
3
1
3
f
3
1
3
f
3
f
a
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-
a
f
3
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3
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3
1
3
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t
3
f
3
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3
t
3
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f
a
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3
f
3
f
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f
a
f
a
r
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農
地
の
貸
借
を

又
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、

〔
貸
し
手
メ
リ
ッ
ト
〕

①
農
地
流
動
化
奨
励
金
が
も
ら
え
る
。

②
期
限
が
く
れ
ば
離
作
料
な
し
で
確
実

に
戻
る
。

③
不
在
地
主
で
も
小
作
地
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
す
。

④
農
地
保
有
合
理
化
事
業
と
結
び
つ
け

れ
ば
、
五
年
か
ら
十
年
間
の
小
作
料

が
一
括
前
払
で
も
ら
え
る
。

〔
借
り
手
メ
リ
ッ
ト
〕

①
農
地
を
借
り
て
も
、
農
地
法
の
許
可

は
い
ら
な
い
。

貸
し
手
農
家
に

奨
励
金
が
あ
た
り
ま
す

こ
の
制
度
は
、
農
用
地
の
貸
し
借

り
を
農
地
法
に
よ
ら
ず
に
市
が
農
家

の
申
し
出
に
よ
り
「
農
用
地
利
用
増

進
計
画
」
を
作
成
し
農
業
委
員
会
の

決
定
を
経
て
市
長
が
公
告
す
る
こ
と

に
よ
り
賃
借
権
の
設
定
が
成
立
す
る

制
度
で
す
。

ト
第

寺

さ

岡

山一一
副

日

行
わ
れ
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
達
に
見

司

‘

一

九

本

守
ら
れ
な
が
ら
異
年
齢
集
団
の
こ
ど

曹

、

ト

橋

も
達
の
中
で
、
す
べ
て
の
こ
ど
も
が

色
々
な
役
割
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

〉
}
こ
〉
}

り
民
主
社
会
の
基
本
的
な
ル
l
ル
を

年
初
オ
の
娘
が
小
学
校
5
年
の

学
び
育
っ
て
い
く
の
で
す
。

|
ル
ス
カ
ウ
ト
に
入
団
し
、
私1

時
に
は
大
自
然
の
中
で
の
キ
ャ
ン

と
し
て
た
づ
さ
わ
っ
て
以
来

プ
、
お
互
い
に
助
け
合
い
友
情
を
深

一
に
細
く
長
く
現
在
に
至
っ
て

め
た
生
き
た
体
験
が
人
生
の
指
針
と

し
て
生
涯
役
立
つ
力
を
あ
た
え
て
く
…

環
境
と
体
験
が
人
間
作
り
に

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

影
響
を
も
つ
も
の
と
信
じ
ま

生
涯
の
活
動
と
し
て
気
軽
に
一
人

で
も
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

ル
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
は
「
自

し
て
い
ま
す
。

一」
「
人
と
の
ま
じ
わ
り
」
「
自
然

②
契
約
期
間
中
は
安
心
し
て
利
用
で
き

る。

③
契
約
が
更
新
で
き
る
。

m
a当
り
の
奨
励
金

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
、
相
談
は
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
。

宮
②
2
2
0
0
内
線
2
8
3
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シートベルト着用義務

も適用
日から

一般道に
1 1月

砂 rで

ーー父 ア
通イ

塁?主
マピ e

スス
コ利
ツ 用
卜者
配の
り手

作
り

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
者
に

対
す
る
行
政
処
分
点
数
減
点
措
置
が
、

十
一
月
一
日
か
ら
高
速
道
路
だ
け
で
な

く
、
一
般
道
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
運
転
席
だ
け
で
な
く
助
手
席
も
減

点
対
象
と
な
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
市
民
の
み
な
さ
ん
/
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
す
る
習
慣
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
又
、
今
回
の
道

路
交
通
法
改
正
で
は
、
駐
車
違
反
な
ど

に
つ
い
て
も
、
交
通
の
円
滑
化
を
は
か

実通事故
防
止
.13 

る
た
め
に
反
則
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す。

マ
マ
さ
ん

魚津市内の交通事故概況
く昭和61年10月10日現在〉

kごf件数 死者 傷者

昭和60年 149 174 

昭和61年 154 4 178 

増減 +5 +3 +4 

の

役

割

例
年
、
こ
の
時
期
か
ら

年
末
に
か
け
て
死
亡
及
び

重
大
な
交
通
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

平
和
な
家
庭
を
一
瞬
に
し
て
崩
壊
さ

せ
る
悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
が
正
し

い
交
通
ル

l
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
今
年
は
死

亡
事
故
が

4
件
も
発
生
し
、
非
常
事
態

に
達
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
は
マ
マ
さ
ん
の
役
割

で
す
グ家

庭
の
安
全
管
理
者
は
、
マ
マ
さ

ん
で
す
。
や
は
り
家
庭
の
マ
マ
さ
ん

が
中
心
と
な
り
、
悲
惨
な
事
故
防
止

の
た
め
次
の
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ

さ
い
。

ω
先
ず
マ
マ
さ
ん
か
ら
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ω
地
域
や
家
庭
で
、
交
通
安
全
の
話

合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω
家
族
の
通
勤
通
学
時
に
は
、
気
を

つ
け
て
ね
と
笑
顔
で
愛
の
ひ
と
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

ω
小
さ
な
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い

ょ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ω
車
で
の
来
客
に
は
、
ぜ
っ
た
い
に

お
酒
を
飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。

山
間
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
絶
対
に
運

転
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

川
バ
イ
ク
に
乗
る
時
は
、
へ
ル
メ
ツ

ト
を
必
ら
ず
か
ぶ
り
ア
ゴ
ヒ
モ
を
し

っ
か
り
し
め
ま
し
ょ
う
。

附
夜
間
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
か

な
ら
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

r一一一一一一一一一一
1 。 。。@@。。 1
1らで制保 そ 日予処 処 付抽だ 書都 資 選申 抽 使ずは市今 申 11 申 。 o 0 f -， ~ 

122EZZ室ぞ存 主主受烹 25暮5議選EC勢口思 議?去勢雇 J苦虫 イ呆 1 
1め細項処 次て期 期 し指資り画 査 りが と申 地 居 込 で 日 期 価 13区 位 民刀 1 
1都にが分 第いは ま定格届課 及 決 2 す込が住の き か 間 額 160ロ画 置 E語 i 
l 市つあに 通ま 12 す通審出に び 定名 る者市しで る ら 平ツ整 . ~I'" n 
i計いりは 知す月 。知 査し あ 通 し以 人が内てき 人 11 1方ト理 処 :l11l. n 

i恥持ドZ 雪客三自 知5去長Z22交 Zff 長高玩 i
jへあのの て期に 送果た込 。場 り地つ人は 日 万ト 内 額笠 i

合 ままで、 、 ま 4 ル 29等 4ふ !
はすた、ま魚で千 プ J..I U 

1 保留地処分見取図 抽 。はいた津 円 ロ ι- ~ 

i UU日日fIf~~ 1 は申お 董 i
i 日円EコB~ IIIIIIIU~~( 幽轟匙色44幽ムIL 科?? 者 l
~ ~ 

34

1川円円円rl¥'111I1角川 富誼轟轟週慣開園幽 3255 申 i
iムJI I川川い小9 ¥¥ II

U

I/ "¥ 欝竃伊回 ~，:.~， .;. :v司璽圃品警 Z A 込 i
!γ寸 1 11 11 11 11 _ n 、輸誼轟 ぺ -議、必 縄醤雷雲線すいさ 愚 j 
~ \=--iしJし lljiJ1J L i??FFft; ;む》メ:g~-.. ~~i~!~~~:... ~_ ~議舗軍軍 279 0 でい 人 。

|川南庁間[万 六一一二品ZLZ議問問) 日 付i
L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一~.cð

(6) 



昭和61年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
日
月
お
日
か
ら
ロ
月

2
固
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
日
毎
寒
さ
が
き
び
し
く
な
り
暖
房
器
具
の
使

用
す
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
ご
た
つ
の
消
し
忘

れ
、
寝
た
ば
ニ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
大
惨
事
を
引

き
起
二
し
か
ね
ま
せ
ん
。
火
の
怖
さ
、
万
一
の
応
急
措
置
に
つ
い
て
家

庭
、
地
域
み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。防

止
及
び
初
期
消
火
方
法
の
指
導

イ
家
庭
を
対
象
と
し
た
防
火
知
識

の
普
及
の
徹
底

ウ
燃
焼
機
器
の
正
し
い
設
置
方
法

及
び
点
検

・
整
備
の
推
進

エ
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
地
域
ぐ
る

み
の
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化

・
特
定
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
安

全
の
確
保

-
高
齢
者
・
身
体
不
自
由
者
等
を
中

心
と
し
た
死
傷
者
防
止
対
策
の
徹
底

ア
寝
た
き
り
又
は
一

人
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
身
体
不
自
由
等
の
家

庭
の
防
火
安
全
指
導

イ
福
祉
施
設
、
病
院
等
に
お
け
る

通
報
体
制
の
確
立
、
避
難
訓
練
の

徹
底
な
ど
防
火
安
全
対
策
の
推
進

・
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対

策
の
推
進

ア
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
出
火

期間

... 
i商

防

練

司11

-
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

2

子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ

イ
タ
1
で
運
は
せ
な
い
。

3

風
の
強
い
と
き
は
、
た

き
火
を
し
な
い
。

4

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

5

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

6

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

7 

ア
避
難
訓
練
の
実
施
及
び
消
防
用

設
備
等
の
点
検

・
報
告
の
徹
底

イ

旅

館

、
ホ
テ
ル
等
の
夜
間
に
お

け
る
防
火
管
理
の
徹
底
及
び
報
告

体
制
の
整
備
の
推
進

ウ
消
防
法
令
違
反
防
火
対
象
物
に

対
す
る
法
的
措
置
の
徹
底
及
び
公

表
制
度
の
推
進

エ
適
マ
ー
ク
制
度
の
普
及
推
進

オ
ガ
ス
漏
れ
事
故
防
止
対
策
の
徹

底
力
型
式
承
認
失
効
制
度
の
趣
旨
の

周
知
徹
底
及
び
型
式
承
認
が
失
効

し
た
消
防
用
機
械
器
具
の
取
替
え

の
推
進

-
防
災
機
器
等
の
普
及
推
進

ア
防
災
性
能
を
有
す
る
製
品
の
普

及
推
進

イ
火
災
避
難
用
保
護
具
等
の
推
進

ウ
一
般
住
宅
等
に
対
す
る
家
庭
用

防
災
機
器
の
普
及
推
進

※
火
災
予
防
期
間
中
、
市
民
の
警
戒

心
を
換
起
す
る
た
め
、
午
後
9
時
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
時
報
の
か
わ
り
に
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
(日
月
初
日
日
午

後
)
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
、
消
防
車
両

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
進
行
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
婦
人
会
等

に
対
し
、
防
火
訓
練
、
防
火
教
室
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

宮

@
0
2
9
5
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Sしと
下

水

〈
シ
リ
ー
ズ

く
ら
し
と
下
水
道
的

。
下
水
道
を
利
用
す
る
と
き
の

心
が
け
そ
の

2
0

6
、
水
洗
便
所
用
水
は
節
約
し
、
も
し

水
漏
れ
の
あ
る
場
合
に
は
早
急
に
直

道

全島 錐由。

ー
』
本
A
F
l
u
ょ、っ
。

ー
ー
余
分
な
水
の
使
用
は
水
の
無
駄
使

い
に
な
る
ほ
か
、
下
水
処
理
場
の

機
能
を
も
低
下
さ
せ
ま
す
1

|

7
、
排
水
設
備
に
は
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

ー
ー
家
の
な
か
に
悪
臭
が
充
満
す
る
の

ゲ

一

い
よ
い
よ
は
じ
ま
っ
た
下
水
道
工
事
(
釈
迦
堂
地
内
)

ニ
れ
か
ら
も
順
次
下
水
道
工
事
を
行
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
防
ぎ
ま
す
ー
ー

ト
ラ
ッ
プ
は
排
水
管
の
一
部
を
曲

げ
て
、
そ
の
中
に
水
を
一
時
溜
め
、

下
水
管
内
の
臭
気
が
屋
内
に
逆
に

侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
設
け

ら
れ
る
装
置
で
、
U
型、

P
型
が

多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

8
、
排
水
設
備
、
水
洗
便
所
に
は
、
流

れ
に
く
い
も
の
を
流
さ
な
い
よ
う
に

I
レ
+
g
Eレ
ト
晶

λ
J

。

ー
ー
釣
菜
く
ず
や
ゴ
ミ
、
あ
る
い
は
と

け
に
く
い
紙
な
ど
を
流
す
と
、
排

水
管
や
ま
す
が
つ
ま
っ
た
り
、
下

水
処
理
場
の
機
能
を
低
下
さ
せ
ま

す

|

|

9
、
共
同
住
宅
の
排
水
設
備
の
管
理
は

隣
り
組
み
共
同
で
行
い

ま
し
ょ
‘
っ
。

|
|
お
互
い
の
協
力
と
注

意
で
、
住
み
よ
い
生
活

環
境
が
で
き
ま
す
l

m、
工
場
や
事
業
所
か
ら

で
る
汚
水
に
は
、
除
害

施
設
を
設
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

i
l下
水
道
施
設
を
悪
質

な
汚
水
か
ら
守
り
ま

す

|

|

¥
次
回
は

「
受
益
者
負
J

一担
金
に
つ
い
て
」
を

一

f

お
と
ど
け
し
ま
す
。
」

¥1 

排水設備にはトラップをつけましょう

~家のなかに悪臭が充満す るのを防ぎます~

ー
!
?
ヲ
蜘
m
W
L
r

d
唱
ト
イ
レ
に
も
の
が
つ

y-
ま
っ
た
と
き
は
、
ど

下
う
す
れ
ば
よ
い
か
?

ト
イ
レ
を
ト
イ
レ
と
し
て
使
う
う

ち
は
、
ト
イ
レ
が
詰
ま
る
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
な
い
と
言
え
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
ト
イ
レ
の
効
用
を
過
信
し
て

か
、
紙
お
む
つ
や
こ
の
ほ
か
水
に
溶

け
に
く
い
も
の
ま
で
流
す
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
ト
イ
レ
も
た
ま
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

トラ ップ

ト
イ
レ
を
使
っ
た
後
、
ち
ょ
っ
と

注
意
深
く
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か

る
よ
う
に
、
流
し
た
水
が
い
っ
た
ん

た
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
下
水
管
か
ら
の
悪
臭
が
逆
流

し
な
い
よ
う
に
、
管
を
U
字
形
に
曲

げ
て
、
水
が
全
部
一
度
に
流
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
水
に
溶
け
な
い
も
の
は
、

ま
ず
こ
の
曲
が
っ
た
管
の
部
分
で
引

っ
か
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
お
な
じ
み
の
ゴ
ム
で
作
っ
た

オ
ワ
ン
を
さ
か
さ
ま
に
し
た
よ
う

な
道
具
を
使
っ
て
、
圧
力
空
気
を

利
用
し
て
、
た
ま
っ
て
い
る
水
面

を
押
し
下
げ
る
動
作
を
、
水
を
流

し
な
が
ら
幾
度
か
繰
り
返
す
と
、

詰
ま
っ
た
も
の
を
押
し
流
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
箇
所
よ
り
先
の

管
が
詰
ま
っ
た
場
合
は
、
こ
の
道

具
を
使
っ
て
も
、
な
か
な
か
と
れ
ま

せ
ん
。そ
の
よ
う
な
時
は
、大
が
か

り
な
作
業
が
必
要
と
な
り
、
費
用

も
パ
カ
に
な
り
ま
せ
ん
。
流
す
も

の
は
十
分
に
注
意
し
な
い
と
、
高

い
も
の
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
ゴ
ミ
の
よ
う
な
固
形
物
は
ゴ

ミ
収
集
車
で
焼
却
場
へ
、
台
所
排

水
は
下
水
管
へ
と
い
う
こ
と
は
、

生
活
上
の
ル
ー
ル
で
あ
る
と
言
え

ま
し
ょ
う
。

(8) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
魚
の
栄
養
、
一
口
医
学
、
保
険
税
の
第

3
期
の
納
期
限
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

む
く
み
が
起
こ
る
病
気

H

む
く
み
。
と
は
、
か
ら
だ
の
皮
下
組

織
な
ど
に
余
分
な
水
が
た
ま
る
状
態
を

い
い
、
む
く
み
が
起
き
や
す
い
の
は
ま

ぶ
た
、
指
、
足
な
ど
。
ま
ぶ
た
が
は
れ

ぼ
っ
た
い
、
指
輪
を
は
め
る
の
が
き
っ

く
な
っ
た
、
靴
が
は
き
に
く
く
な
っ
た

な
ど
に
気
づ
い
た
ら
、
病
気
の
前
ぶ
れ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

む
く
み
が
起
こ
る
病
気
の
代
表
は
ジ

ン
臓
と
心
臓
。
ま
ぶ
た
か
ら
は
じ
ま
る

む
く
み
は
ジ
ン
臓
の
場
合
が
多
く
、
心

臓
の
場
合
は
、
か
ら
だ
の
下
に
な
っ
て

い
る
方
、
た
と
え
ば
寝
て
い
る
場
合
に

は
背
中
に
、
立
っ
て
い
る
場
合
に
は
足

の
ほ
う
に
水
が
た
ま
り
、
や
が
て
、
ど

ち
ら
の
む
く
み
も
全
身
性
に
な
り
ま
す
。

顔
が
む
く
み
で
変
形
す
る
の
が
粘
液

水
腫
、
パ
セ
ド
ウ
氏
病
は
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
過
剰
状
態
で
す
が
、
粘
液
水
腫

は
不
足
状
態
で
、
三
十
歳
か
ら
五
十
歳

く
ら
い
の
女
性
に
多
い
。
ジ
ン
炎
も
顔
が

む
く
み
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
子

供
の
病
気
で
、
指
で
押
す
と
へ
こ
み
が

残
り
ま
す
が
、
粘
液
水
腫
で
は
押
し
て

も
へ
こ
ま
な
い
か
た
い
む
く
み
で
す
。

妊
娠
中
毒
症
で
は
、
全
身
、
こ
と
に

足
に
む
く
み
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま

す
し
、
最
近
は
か
つ
け
も
ま
た
復
活
し

て
い
ま
す
。

他
に
も
む
く
み
の
起
こ
る
病
気
は
あ

り
ま
す
し
、
病
気
で
は
な
い
生
理
的
な

み
く
み
も
あ
り
ま
す
。
粘
液
水
腫
な
ど

は
医
師
が
顔
を
み
れ
ば
、
す
ぐ
わ
か
る

で
し
ょ
う
。
素
人
判
断
せ
ず
、
病
院
で

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

。魚の血合い肉には、人聞の汗に当たる代謝物が多く、特有のくさみが

あるために、嫌って捨てる人が少なくありません。 しかし、この部分に

は、血圧を下げ、コレステロールを調整する働きのあるタウリンや、ビ

タミン、鉄分などが豊富に含 まれています。 なべ物をしてつゆをいっし

ょに飲んだり、焼き魚てい血合い肉ごと食べるようにしましょう 。

ま
一一十一一

便

色

は
栄
養
の
宝
庫

1=1.良質のたんぱく質

写りが豊富。魚によっ

て指肪の量は違 うが、

魚の指肪には血液をか

たまりにくくする EPA

(エイコサベンタエン酸)

が多〈含まれている

間 ビ タ ミ ン 類 や カル
シウムが豊富。調

理をする前にさっと熱

湯をくぐらせてあら煮

をすれば、くさみがと

れておいしい

フ
ラ
イ
パ
ン
や
中
華
鍋
の
底
に
は
、

調
理
の
と
き
に
油
が
た
れ
て
黒
い
コ

ケ
の
よ
う
な
よ
ご
れ
が
つ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
年
に
一
回
く
ら
い
、
中

火
に
か
け
て
か
ら
焼
き
し
、
付
着
物

を
灰
に
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
洗
い

落
と
し
ま
す
。
な
お
、
か
ら
焼
き
の

あ
と
は
自
然
に
冷
ま
し
、
軽
く
油
を

つ
け
て
お
き
ま
す
。

@~弘223TZ
ラーゲン(た

んぱく質の一

種)が多い

~?弓ビタミンB l や
l...:=:..J ~B2が豊富。 特
に張りのある肌をつく

り、塩介を排j世する作

用のある B2が多い

8 骨を丈夫lこし、イ

~ライラを解消する
カルシウムやミネラル

が豊富

肉鵬;zrk;
A、タウリンが多い。

ただし、宿りやすいの

で鮮度には要注意

凪倉ωc;::、

類、鉄分が多い。回遊

魚のアジ、サパ、カツ

オ、マグロなどに特に

多い

日司ビタミン A、 B2、
必芯コラーゲンが多い。

皮と身の問(皮下)に

はEPAが豊富

国
民
健
康
保
険
税
第

3
期
の

納
期
限
は
、
ロ
月
1
日
で
す
。

国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
の
7
割

(

⑧
該
当
者
は
8
割
)
を
国
保
が
負
担
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
財
源
は
、
国
庫
負

担
金
(
⑧
該
当
者
は
療
養
給
付
費
交
付

金
)
と
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
税
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

国
保
制
度
が
運
営
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、

期
日
ま

で
必
ず

納
め
る

よ
う
に

l
v
吉
小

1
U

よ、っ。

(9) 
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あなたの税がいきている乙の社会
1 1月11日(火)-11月17日(月)

税
金
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
と

っ
て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
日
常
生
活
の
向
上
、
安
定
を
は

か
つ
て
行
く
た
め
に
、

「社
会
共
通
の

経
費
と
し
て
税
を
負
担
し
、
お
互
い
に

協
力
し
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
を
営
ん

で
い
ま
す
。

国
や
県
や
市
が
、
負
担
し
て
い
た
だ

い
た
税
を
私
た
ち
の
変
わ
り
に
使
用
し

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
切
な
税
金
の
使
い
道

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

上
で
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
日
月
日
日

ωか
ら

げ
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、

こ
の
期
間
中
「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

広
く
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や
役
割
を
正

し
く
理
解
し
、
認
識
し
て
い
た
だ
け
る

剛
議
辺

喝
。1rww
¥
山下一九一点、一

一よ
止
で
;

，二
h

h
t
一一ケ
N
h
'J

一一

‘
・

4

、・
?

一

砂
工
事
中
の
ス
ー
パ
ー
農
道
(
湯
上
地
内
)

4
『
改
築
中
の
上
中
島
小
学
校

今日

"';~--~、

ょ
う
、
次
の
よ
う
な
各
種
の
行
事
を
行

い
ま
す
。

O
街
頭
パ
レ
ー
ド

村
木
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
バ
ト

ン
ト
ア
ラ
ー
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

日

時

日

月
8
日
出

1
時
却
分

コ
ー
ス
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖
前
1
サ

ン
プ
ラ
ザ

な
お
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
広
場
に
て
演
奏

を
行
い
ま
す
。

O

「
税
を
知
る
週
間
」
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て

(
魚
津
税
務
署
長
)

日

時

日

月
9
日
同

3
時

場
所
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
タ
ジ
オ

O
税
金
資
料
展

川
納
税
書
道
展

(市
内
小
学
校
5
年

生
)

ω暮
ら
し
の
中
の
税
金
展

パ
ネ
ル
展
示
(
写
真

・
ポ
ス
タ

ω酒
の
サ
ン
プ
ル
展

日
時
日
月
ロ
日
附
l
H
月
げ
日
開

場
所
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階

ームー-

明オ叶ぺ刈叶ぺ河辺
4
4

ヨ3
1
3

ヨ3
1

ヨオ刈刈刈叶ペヨヨヨヨヨ刈刈ヨ
3
1
J

ヨ
ヨ
ヨ
ベ
叶
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
退

院
情
鴻
瀬
清
隊
問
隊
関
……………一

一

〈
年
末
調
整
の
必
要
性
V

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
v

一

一

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
か
ら
毎
月
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
よ
う
な

一

一
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
一
年
間
人
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

一

一
の
合
計
額
と
、
一
年
間
の
給
与
総
額
り
ま
せ
ん
。

一

一
に
対
す
る
正
し
い
税
額
と
は
、
次
の
①
給
与
の
年
収
が
一
千
五
百
万
円
を

一

一
理
由
で
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
超
え
る
人
。

一

一
①
年
の
中
途
で
結
婚
や
出
産
等
に
よ
②
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を

一

一

り
扶
養
親
族
の
数
が
変
る
こ
と
が
超
え
る
人
。

一

一

あ
る
。

③

給
与
を
二
ケ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

一

一
②
老
人
や
障
害
者
の
控
除

・
生

命

保

て

い

る

人

。

一

一

険
料
、
損
害
保
険
料
等
の
控
除
は
ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
義
務
の

一

一

年
末
に
一
度
に
引
く
こ
と
に
な
つ
な
い
人
で
も
、
医
療
費
・
住
宅
取
得

一

一

て

い

る

。

等

の

控

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

人

は

、

一

一
③
「
源
泉
徴
収
税
額
表
」
は
毎
月
の
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付

一

一

給
料
が
変
ら
な
い
も
の
と
し
て
作
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一

一

成
さ
れ
て
い
る
。

〈
説
明
会
に
必
ず
出
席
を
〉

一

一

こ
の
た
め
、
そ
の
年
最
後
に
給
与
年
末
調
整
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

一

一
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
、
過
不
説
明
会
は
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

一

一
足
額
を
精
算
す
る
年
末
調
整
が
必
要
で
会
社
、
事
業
所
等
の
経
理
・
給
与
担

一

一
と
な
り
ま
す
。

当
の
方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。一

一

年
末
調
整
は
「
扶
養
控
除
等
の
申
日
時
日
月
初
日
嗣

一

一
告
書
」

と

「

保

険

料

控

除

等

の

申

告

法

人

・団
体
午
前
9
時
半
1

一

一
書
」

を

勤

務

先

に

提

出

す

る

こ

と

に

個

人

午

後

1
時
半
1

一

一
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

場
所
魚
津
市
農
協
会
館

一

m
s
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
-
l
i
l
i
a
-
-
l
i
-
-
L
 

O
無
料
税
務
相
談

屋
(
建
物
)
は
、
現
在
固
定
資
産
税
の

日
時
日
月
ロ
日
附
i
日
月
刊
日
日
課
税
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま

場
所
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階

ま

で

は

昭

和

臼

年

度

に

も

と

り

こ

わ

さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

家
屋
を
と
り
こ
わ
さ
れ
た
ら
早
急
に
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い

。。

と
り
こ
わ
し
家
屋
の

申
請
に
つ
い
て

昭
和
日
年
中
に
と
り
こ
わ
さ
れ
た
家
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く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
/
:
・
⑧

。
菊
香
る
文
化
の
秋
。
|
|'じ
っ
く
り

腰
を
す
え
て
読
書
す
る
の
に
、
最
適
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

日
頃
、
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
読
書
に

縁
遠
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
本
を
読
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

。

花
よ
り
タ
ン
ゴ

井
上
ひ
さ
し

銀
座
裏
で
小
さ
な
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を

け
な
げ
に
営
む
元
華
族
の
四
姉
妹
。
庶

民
と
し
て
の
戦
後
の
新
し
い
出
発
を
描

く
愛
の
ド
ラ
マ
。

花
僧
上
・
下

津
田
ふ
じ
子

野
盗
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
太
郎
丸

は
、
明
蓮
坊

・
学
恵
に
よ
っ
て
学
職

・

人
格
を
つ
ち
か
い
、
池
坊
立
花
の
オ
を

も
っ
て
、
遂
に
法
院
の
地
位
を
え
て
専

応
を
名
の
る
。
華
道
界
の
一
大
流
派
池

坊
の
隆
盛
を
も
た
ら
し
た
一
人
の
男
の

生
涯
を
綴
る
小
説
。

海
の
祭
礼

吉

村

昭

一
八
四
八
年
、
ま
だ
鎖
国
中
の
日
本

に
あ
こ
が
れ
て
、
単
身
、
乗
り
込
ん
で

き
た
風
変
わ
り
な
ア
メ
リ
カ
人
が
い
た
。

彼
の
日
本
で
の
日
々
と
、
開
国
に
至
る

大
き
な
歴
史
の
流
れ
を
描
く
長
編
小
説
。

真
夜
中
の
料
理
人

阿

万

田

高

雨
彦
の
に
ん
げ
ん
四
季
報
青

木

雨

彦

家
族
解
散

糸

井

重

里

秘
伝
の
声
上
・
下

池
波
正
太
郎

浪
花
ま
ま
ご
と

田

辺

聖

子

ギ
リ
シ
ア
み
や
げ
は
死
体
つ
き

三
枝

和
子

遊
び
を
せ
ん
と
や

高

田

宏

明
日
と
い
う
日

神

吉

拓

郎

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
す
。

マ
子
ど
も
に
お
は
な
し
を
/

子
ど
も
は
、
読
み
き
か
せ
や
、
お
は

な
し
が
大
好
き
で
す
。
こ
と
に
、
親
し

い
人
に
話
し
て
も
ら
う
の
が
好
き
で
す
。

ま
だ
、
字
が
読
め
な
い
子
ど
も
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
る
程
度
、
本
に
親

し
ん
で
き
た
子
ど
も
に
も
、
好
み
の
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
傾
向
の
読
書

を
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
や
、
マ
ン
ガ
に
無
中
の

子
ど
も
に
も
、
読
書
へ
の
糸
口
に
な
り

ま
す
。

図
書
館
で
は
、
毎
月
第
3
月
曜
日
の

;の 施度 r::' r:::' ~ ~ ~ ) 
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4
時
か
ら
、
幼
児
と
小
学
生
を
対
象
に

お
は
な
し
を
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ

l
 

l
 

--，， 

相P

事女

室

な
と

日
月
凶
日
幽

午
後
l
時
却
分
l

午
後
4
時

「
踏
張
る
」
「
横
顔
」
「
雑
詠
」

二
句
づ
っ

脇
坂
正
夢
先
生

き

合
兼

題

育
助
言
者

古
典
に
親
し
む
会

食
と

き

女
テ
ー
マ

午
後
3
時
初
分

平
安
女
流
文
学
i
枕
草
子

紫
式
部
日
記

飛
世
麗
子
先
生

ム
K

講

市
叩

A
H
h
H
 

短

歌

教

室

開

催

こ
の
た
び
、
魚
津
短
歌
会
が
発
足
い

た
し
ま
し
た
。

第
1
回
歌
会
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

食

と

き

日

月

8
日
出

午
後
1
時
1
4
時

月
例
歌
会
は
毎
月
第
2
土
曜
日
に
開

催
予
定
で
す
。

い
ず
れ
も

台
場

所

魚

津

市

立

図
書
館

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

日
月
の
お
し
ら
せ

4
日

ω

行
日
制

石
で
つ
く
ろ
う
/

お
は
な
し

4
じ
か
ら
4
じ
初
ぷ
ん
ま
で

と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
。

当目 場 い。うぞど 楽にしにも、が| ホl「青年うホ[;- 1!h -オ1I 之

あい手ス 互花 ・ 午後時4 量だくし そうと ル f毎年例宣 3 I {・躍-つろラ 茶煎| の 3ム
いリ ・ ム 」メ

場た ろ| 編 いーとン O 
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み
ん
砲
の
ま
.
漏

E
V

..地区運動
10月5日、魚津市内の全地区において地区

運動会が開催されました。秋晴のさわやかな

天候のもとに各地区毎に趣向を凝らした競技

に、子供からお年寄まで参加し、楽しい一日

を過ごしました。

A
Q

一
A

|受講生募集 l

魚
津
市

ジ
ュ
ニ
ア

水

泳ス
ク
ー
ル

小学生初級コース 霊名' 

1月2 1月1 12 

12 3 21 12 
回 期

コ
17 5 27 14 日

ス19 10 20 19 

PM 4: 30 -5: 30 時間

魚津市内在住の小学 l 対
年生-6年生でクロール
で25m以上泳げない者 象

。
会
場

'

魚
津
市
総
合
体
育
館
室
内
温
水
プ

『

I
l
'
レ

d
o定
員

ω月
6
日
早
月
川
緑
地
公
園
で
捌
人

一

三
O
名
(
先
着
順
で
定
員
に
な
り

(
引
チ
l
ム
)
が
参
加
し
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル

一

次
第
締
切
り
ま
す
。)

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
l
ト
ボ

一

O
受
講
料

-
ル
は
年
々
さ
か
ん
に
な
り
参
加
す
る

一

八
五

O
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

人
も
増
え
、
各
ゲ
ー
ム
に
熱
戦
を
展
開

一

料
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
代
)

し
た
。

一

入
館
ご
と
一

O
O円

一
位
睦
会
チ
ー
ム

一

O
申
込
方
法

町

宮

園

、

、

z

山

口
月
8
日
1
日
月
日
日
ま
で
に
温

A
網

引

大

会

一

重
町

-

4

4

2

〔

水
プ
ー
ル
受
付
(
受
付
時
間
午
後

日
月
刊
日
体
育
の
日
に
総
合
体
育
館

一

2
時
i
8
時
)
に
て
申
込
書
に
必

で
、
綱
引
大
会
が
開
催
さ
れ
測
人
(
お

一

要
事
項
を
記
入
の
上
、
八
五

O
円

チ
ー
ム
)
が
参
加
、
成
績
は
次
の
と
お
り
。
~

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
位
経
団
地
区
チ
l
ム

(ラ
イ
ト
級
)一

(
電
話
で
の
受
付
は
、
い
た
し
ま
せ

一
位
上
中
局
地
区
チ
l
ム
(
ラ
イ
ト
ミ
ド
ル
級
)山

ん
。)

一
位
片
員
地
区
チ
l
ム

(ミ
ド
ル
級
)

~
※
現
在
、
水
泳
教
室
を
受
講
し
て
い
る

一
位
加
積
地
区
チ
|
ム
(
女
子
の
部
)一

方
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

一
位
本
江
小
学
校
チ
l
ム
(ジ
ュ
ニ
ア
の
部
)一

主
催
魚
津
市
教
育
委
員
会

':' 

hv
ゲ
i
ト
ボ

l
ル
大
会

司

l
a
u
-
-
l
i
l
-
-
l
l
i
l
i
a
-
-J

一
「
雇
用
保
険
一

一

R
E畠
と

一

員

一

有
『
』
直
3

常

一

一
防
止
に
つ
い
て
一

.

h
D
宙

貝

、

一

一

ま
田
却
し
」
一

一
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労
働
一

一
者
が
失
業
し
た
場
合
に
就
職
す
る
ま
一

一
で
の
生
活
の
安
定
を
援
助
す
る
制
度
一

一

で

す

。

一

一
失
業
給
付
の
受
給
資
格
は
、
積
極

一

一
的
に
就
職
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
就
一

一
職
で
き
る
能
力
が
あ
り
、
仕
事
を
探
一

一
し
て
い
る
人
に
限
っ
て
支
給
さ
れ
ま
一

一

す

。

一

一
こ
の
よ
う
な
雇
用
保
険
制
度
の
趣
一

一
旨
に
反
し
て
、
就
職
し
て
い
る
の
に
、一

一
そ
の
事
実
を
隠
す
な
ど
し
て
、
不
正
一

一
に
受
給
す
る
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
一

一
不
正
に
受
給
し
ま
す
と
、
不
正
に
受
一

一
給
し
た
金
額
の
二
倍
の
額
を
返
さ
な
一

一
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、

詐
欺
一

一
罪
と
し
て
刑
事
処
分
を
受
け
る
こ
と
一

一
も
あ
り
ま
す
。

一

一
失
業
給
付
は
、
労
働
者
、
事
業
主
一

一
の
方
々
が
納
め
ら
れ
た
保
険
料
と
国
一

一
民
の
貴
重
な
税
金
に
よ
っ
て
賄
れ
て
一

一
い
ま
す
。
現
在
失
業
給
付
を
受
給
し
一

一
て
い
る
方
、
ま
た
、
今
後
受
給
さ
れ
一

一
る
方
も
雇
用
保
険
制
度
を
良
く
理
解
一

一
し
正
し
く
受
給
す
る
よ
う
お
願
い
し
一

一
ま
す
。

一

一

魚

津

公

共

職

業

宏

疋

所

一

「
l
l
i
-
-
n
v
i
l
l
i
-
-
-
l
L

(12) 



昭和61年11月1日発行

4
司
市
小
学
校
体
育
大
会

叩
月
8
日
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で
、
市
内
の
小
学
校
5
・

6
年
生
訓
人
が
参
加
し
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、

m
m

走
、
障
害
物
走
な
ど
6
種
目
に
、
み
ん
な
力
い
っ
ぱ
い

走
り
ま
し
た
。

な
お
、
男
女
混
合
側

m
リ
レ
ー
に
上
中
色
町
小
学
校
の

5
・
6
年
生
が
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。

広報うおづあなたと市政をむすぷ

一
富
山
県
教
育
委
員
会

一
(
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
功

一
労
)
表
彰

一

大
町
卓
球
愛
好
会
(
会
員

ω名
)

昭
和
臼
年
に
地
区
住
民
の
体
力
づ

り
の
一
環
と
し
て
結
成
し
て
以
来
、

区
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
団
体

し
て
、
地
区
で
継
続
的
な
ス
ポ
ー
ツ

動
と
し
て
定
着
さ
せ
、
地
区
ス
ポ

10月2日総合体育館で、老人

スポーツ大会が開催され800人が

参加、趣向を磁らした競技に楽

しい一日を過しました。

魚
津
・
入
善
問

駅
伝
競
走
大
会

第

2
回

市
民
弓
道
大
会

日
月
四
日
魚
津

・
入
善
問
駅
伝

マ
と

日

月

9
日
目

競

走

大

会

が

開

催

さ

れ

抑

人

心

チ

午

前

9
時
1

|
ム
が
参
加
、
朝
か
ら
の
強
い
雨

マ
と

魚

津

市

弓

道

場

と
、
寒
い
一
日
で
あ
っ
た
が
ゴ

l

水
プ
l
ル
横
)

ル
め
ざ
し
み
ん
な
力
い
っ
ぱ
い
走

マ
参

加

料

無

料

り
ま
し
た
。

マ
参
加
資
格
市
民
で
高
校
生
以
上
の

一

位

高

岡

向

陵

高

校

男

女

一
般
の
部

マ
種

目

高

校

の

部

男

・
女

大

沢

野

中

学

校

一

般

の

部

男

・
女

中
学
男
子
の
部

マ
競
技
近
的
競
技
、
個
人
戦

桜
井
中
学
校

門
マ
参
加
申
込
み
方
法

中
学
・女
子
の
部

，

H
月
8
日

ωま
で
に
総
合

体
育
館
(
宮
②
1
2
6
3
)

へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

き

位位

東
・
西
中
学
校
、

大
町
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
夜
間
開
放

d

の
休
止
に
つ
い
て

一
〕

東

・
西
中
学
校
、
大
町
小
学
校
グ
ラ

~
ウ
ン
ド
の
夜
間
開
放
を
日
月
8
日
目
に

』

{

て

休
止
し
ま
す
。

一

山
長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と

-
一
一
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔

ま

た

、
来
年
度
の
開
放
は
昭
和
白
年

一
4
月
6
日
仰
が
ら
の
予
定
で
す
。

:

v

に
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。
~

…
ロ

月

の

歩

こ

う

会

ま
た
当
日
、
白
年
度
会
員
申
し
込
み
…

の
受
付
も
致
し
ま
す
の
で
新
し
く
入

~

ロ
月
は
7
日
制
に
、
本
江
公
民
館
会
さ
れ
る
方
も
お
集
り
く
だ
さ
い
。
へ

い
で
総
会
の
あ
と
懇
親
会
を
聞
き
ま
す
。

(入
会
金
は
年
間

一
千
円
傷
害
保
険

~

参
加
希
望
者
は
、
午
前
9
時

ま

で

料

含

む

)

句・

1
1・
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
-
-
J

一
住
宅
金
融
公
庫
の

一

一

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

一

一
融
資
額
を

一

一

大
幅
ア
ッ
プ
、

一

一
融
資
対
象
面
積
を

一

一

拡
大
し
て

一

一

秋
の
受
付
開
始
グ

一

一
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
こ
と
し
第
一

一
三
回
目
の
個
人
向
け
融
資
の
申
込
受

一

一
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一

一
な
お
、
今
回
か
ら
特
別
割
増
融
資
一

一
額
が
、
新
築
の
場
合
百
五
十
万
円
、

一

一
建
売
住
宅
購
入
の
場
合
二
百
万
円
そ

一

一
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
、
融
資
対
象
面
積

一

一
も
そ
の
上
限
が
百
八
十
平
方
メ
l
ト
一

一
ル
か
ら
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
引
上
一

一
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一

一
O
申
込
受
付
期
間
叩
月
初
日
開
か
一

一

ら
日
月
お
日
幽
ま
で

一

一
財
形
住
宅
資
金
、
年
金
被
保
険
者
一

一
住
宅
資
金
の
あ
わ
せ
貸
し
を
ご
利
用
一

一
の
方
は
こ
の
期
間
に
公
庫
資
金
と
同
一

一
時
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一
O
融
資
は

一

一
@
個
人
住
宅
建
設
資
金

一

一
。
建
売
住
宅
購
入
資
金

一

一
。
中
古
住
宅
購
入
資
金

一

一
@
住
宅
改
良
(
リ
フ
ォ
ー
ム
)
資
金

一

一
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
一

一
8
0
7
6
2
@
3
4
2
1
番
住
宅
金
一

一
融
公
庫
、
金
沢
支
所
へ
お
問
い
合
せ

一

一
く
だ
さ
い
。

一

)

r
i
l
-
-
$
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L
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日
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時
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一
司
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院
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3
一
功
一
小
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歯
科
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E
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-
f
一
任
一
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院
一

.
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一

6
1
一
時
一
田
中
歯
科
一

・
・
一

l
f
一
任
一
診
療
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ι
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↓
川
「
刻
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↓
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f
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・
・

a
v
-
4
3
一
司
一
島
田
歯
科
一

，

.
-
2

f
一
び
一
医
院
一

a.‘一
0

1
一
首
一
峰
村
歯
科
一

・・-
3
f
一
任
一
医
院
一

且

E.，
一
口
月

一
時
一
士
口
見
歯
科
一

1
1
困
M
-
7日
一
任
一
医
院

だ一

※診療時間は、いずれ
も午前 9時から午後
5時まで。

黒
部
市
三
日
市

宮

@
0
1
6
4

黒
部
市
三
日
市

合

@
0
7
2
7

黒
部
市
三
日
市

告

@
0
4
1
8

黒
部
市
生
地
経
新

宮

@
8
0
4
0

黒
部
市
三
日
市

合

@
3
3
7
8

黒
部
市
東
三
日
市

宮

@
0
1
6
7

黒
部
市
天
神
新

合

@
0
0
7
0

黒
部
市
三
島
町

8
@
0
4
4
9
 

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日
・
祝
日

午
後
7
時
j
午
後
日
時

内
科
・
小
児
科
・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1

内 唾...... ヨ「 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

母 親 学 級 妊婦とその家族 11月21日掛 9:30-16 :00 ーーーーーーー・ーー・ーーーーー-------一一歩畳食をご持参ください。

母乳育児相談 乳児とその家族 11月21日幽 13 :00-14 :00 魚津市健康

4か月児健診 4 か月児
11月13日附 13: 00 -13 : 30 センター

11月27日附 13: 00-13: 30 

8か月児健診 8か月児 11月12目。同 l3 :00-14:00 ----ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー一歩
ツベルクリン反応検査
をイ井せて行iいます。

離乳食講習会 8か月児 11月14日幽 13: 00-15 :00 
麻しん(はしか)の接

1歳6か月児健診 60年 4月生まれの幼児 11月25日(刈 13: 00-14 :00 「→
種券を発行します。

股関節脱臼検診 3か月児 11月 6日〈対 13 :00-13: 30 

58.10.16-58.10.31生まれの幼児 11月 5日ヤ同 13 :00-14 :00 魚津保健所

3 歳児健診 58.11.1-58.11.15生まれの幼児 11月19日かぬ 13 :00-14 :00 ーー・・ー・・ー・・ー・・ーーーー・ーーーーー一一歩 尿の検査があります。

58.11.16-58.11.30生まれの幼児 12月 3日ヤ同 13 :00-14 :00 

心の健康相談 一 般 市 民 11月18日(刈 13: 30 -15 : 00 ー・ー・・ーーーー一一一一一一一一+
老人ボケの相談も受け
ます。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 11月28日缶詰 9:00-12:00 

機 首E ヨ11 練 脳卒中後遺症のある人
11月 6日t榊 10 : 00 -15 : 00 魚津市健康

訓練は10:00-12:00
〈リハビリテーション〉 11月20日t対 10 :00-15 :00 センター

健 康 相 主員班火 一 般 市 民
11月20日t榊 13 :00-15 :00 魚津市健康センター

2心受0電け日の図られみ・検、ま尿血す。圧・診倒定察が・
11月11日(刈 10 : 00 -11 : 30 百楽荘

毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

健 康 体 操
毎週月・木曜日 9:30-11 :00 経団公民館 ⑥体操の出来る服装で

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館
おいでください。

と 一 般 市 民 毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康センター
→男性も参加してくださ

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道 下公 民館
⑨日をきめて健康相談|健 康 相 談 毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 西布施公民館 も実施しています。 I

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

ツベルタリン反応 8か月児 11月12日(7N 13: 30-14 :00 魚津市健康

B.C.G予防接種 8か月児 11月14日幽 13 :00-14 :00 センター

11月 4日(火) 9:00-10:00 片貝公民館

11月 5目。'J<) 9:00-10:00 上野方公民館
料金 69歳以下 700円

胃がん検診 一 般 市 民
11月11日(刈 9:00-10:00 加積公民館

黒 部保 健所
料ら金か 700健円康。く 電話であ

毎週水曜日 9 :00-12: 00 約じめ センター
へ予してださい。

子宮がん検診 一般 市 民
11月 5日かぬ U:00-14:00 上野方公民館 {70歳以上無料
11月11日(刈 13:00-14:00 加積公民館 料金 69歳以下 500円

乳がん検診 一般 市 民 11月11日(刈 13: 00-14 :00 加積公民館 料金ーーー・ーーー・--1，100円

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センター (ft⑧3999)へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

11月25日(刈 10: 30-12 :00 鉢 公 民 館

栄養指導車巡回 一般 市 民
11月25日(刈 l3 : 30 -15 : 00 鉢公民館

11月26日かぬ 10: 30-12:00 日尾公民館

11月26日ヤ同 13: 30 -15 : 00 布施爪公民館

結核検診と
11月 4日(刈 l3: 15-15 :00 下中島公民館

未受診者 11月14日幽 l3 : 15 -15 : 00 経団公民館
成人病検診

11月18日(刈 13: 15 -15 : 00 魚津市健康センター

、、‘
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内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

-第 l期 =3回接種 13 : 30 -14 : 00 魚津市健康センター
-体温は自宅で計って

百日せき
9月実施日現在 2歳 該当地区 きてく fゴさい。
児で、 9月-10月に 村木・大町・本江 -母子憧康手帳・印か

ジフ テリア
1回-2回接種ずみ 11月 5 日ヤ同 住 吉 ・上野方 ・上 んを持参ください。
の幼児。 中島

※接種できない禁忌事
破 傷 風

-第2期 =1回のみ接種
道下松・・加西倉積布 ・経団 項第 1期を 2回-3回 11月 7 日幽 片貝 施・天予

接種終了児で、最終 神・ @ 発熱・下痢、また
〈三種混合〉

接種月より 1年をむ
受区けなかった全地

は心臓・ じん臓 ・肝

かえる 3歳児。 11月 28日樹
の方

臓疾患などのために
治療している者。

防 • 3歳-5歳児で施設 13 : 30 -14 : 00 
@ 鶏卵 ・鶏肉をたべ

等へ入っていない幼 第 1回接種 第 2回接種 て発しんがでたり 、

児。 11月14日幽 坪野小学校 下痢をしたことのあ

.15歳以上・高校・一般。
10 第

上西布中施島小小学学校校
る者。

月一 11月17日(月)
@ 接種前1年以内に、

接 (なお 、この注射は 1 に回

住経片 吉員団 小小小学学学校校校

けいれんの症状を起
-4週間の間隔で 2回

接種 11月20日(柑 こしたことのある者。
インフル 接種。それぞれ該当地

ず
@ 過去において、こ

エンザ
区の小学校で受けてく み

松本倉江小小学学校校
の予防接種により、

種 ださい) 11月21日幽 副反応を起こしたこ
とのある者。

@接種料金 11月 4日(刈 11月27日附 上野方小学校
@ その他、接種を行

• 3歳-15歳未満児無 11月 7日倒 12月 5日幽 道下小学校 うことが不適当と認
料。 11月14日倒 12月 9日(火) 大町小学校 められた者は接種で

.15歳以上・高校・一般 11月18日(火) 12月11日(村 吉島小学校 きませんので、ご注

は、1回につき400円。 11月19日ヤ']() 12月12日幽 村木小 学 校
意ください。

昭和61年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

結
核
検
診
結
果
の
お
知
ら
せ

5
月
幻
日
か
ら
9
月
四
日
の
間
に
、

各
地
区
公
民
館
等
で
結
核
検
診
(
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
を
受
け
た
方
で
、

連
絡
の
な
か
っ
た
方
は
、
異
常
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

母
乳
育
児
を

す
す
め
る
講
演
会

ママ
講演

師題

母
乳
哨
育
の
原
点

国
立
岡
山
病
院
長

山
内
逸
郎
先
生

}マ マんす

なで築く はと宅/冶

よりよい環境 j; :れ?
}津 月まマ

清掃日を11月9日に設定 ;産主;与主命
)康 1 (日)う域形

ての「秋の清掃日」を、 11月 9日(日)に設定 } セ時 。り啓
1 ン 30 入 ω

地域ぐるみて、ソj、きな川や側溝などの清掃を}タ分 達原
) Iか も点

向かつての環境整備につとめましょう。 ; ら みで

云描 lt j リ
ウ
マ
チ
療
養
相
談
会

と
看
護
用
品
・
自
助
具

の
お
知
ら
せ

リ
ウ
マ
チ
や
障
害
者
の
人
達
が
日
常

生
活
の
工
夫
に
よ
り
少
し
で
も
満
足
で

き
る
よ
う
に
と
の
願
い
か
ら
展
示
会
を

い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と

き

日
月
ロ
日
附

午
後
l
時
か
ら
3
時
ま
で

百
楽
荘

「
リ
ウ
マ
チ
相
談
会
」

富
山
労
災
病
院
整
形
外
科

田
島
剛
一
先
生

「
家
庭
で
利
用
で
き
る
看

護
用
品
お
よ
び
自
助
具
」

マ
と
こ
ろ

マ
内

容

マ
講

師

マ
展

刀主

、
マ マ 街

書品 頭

魚淳役前 午T時主時5 1月1 目。 献血
陶自 益カ山 に

年
末
に
む

け
て
の

し
尿
収
集

に
つ
い
て

お
願
い

年
末
に
お
け
る
し
尿
の
収
集
業
務
は
、

時
期
的
な
こ
と
や
、
雪
の
た
め
特
に
混

雑
し
ま
す
。

-
道
路
が
狭
く
て
、
は
い
り
に
く
い

世
帯

-
雪
の
た
め
に
、
は
い
り
に
く
く
な
る

農
村
地
域
や
山
間
の
世
帯
は

日
月
中
に
く
み
取
り
が
完
了
す
る
よ

う
に
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。。
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

園
名
及
び
募
集
人
員

O
大
町
幼
稚
園

4
歳

児

別

名

5
歳

児

約

ω名

O
経
団
幼
稚
園

4
歳
児

ω名

5
歳
児
約
叩
名

入
園
願
書
は
、
各
幼
稚
園
、
市
教
育

委
員
会
(
学
校
教
育
課
)
に
あ
り
ま
す
。

⑥
願
書
受
付
期
間

日
月
日
日

ω1日
月
初
日
附
ま
で

午
前
9
時
1
午
後
5
時

た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日

は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

⑨
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会

(
学
校
教
育
課

宮
@
2
2
0
0

内
線

3
06
)
 

⑨
入
国
資
格

市
内
在
住
の
幼
児

4
歳
児

貯
年
4
月
2
日
か
ら
回
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

5
歳
児

問
年
4
月
2
日
か
ら
貯
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。

、

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
小
腸
機
能
障
害
が
新

下
椿
用
水
断
水
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

農
林
土
木
課
で
は
、
団
体
営
た
め

池
等
整
備
事
業
(
下
椿
用
水
改
修
工

事
)
施
行
の
た
め
、
左
記
の
期
間
、

下
椿
用
水
を
断
水
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

@
断
水
期
間

昭
和
日
年
叩
月
日
日
か
ら

昭
和
臼
年
3
月
初
日
ま
で

〈求人情報〉

整理
募集機種 年齢 性別 1電 金 地区 人員

資格経験

番号 その{也

l 機械設計 20-40 男 12.5-20 τ問再 富 津 2 経熟練者験又者は

2 営 業 18-35 男 13.85-16.85 駅前新町 2 普高卒以上免

3 助運転及手ぴ 18-50 男 12.3-14.3 小川寺 2 普 免

4 製洛按缶工 18-50 男 14-20 住吉 3 不 間

5 基セ板ラ製ミ造y工ク 18-40 男 9.55-13.5 検 枕 5 不 問

6 包出荷装係 20-45 女 9.8-10 駅前新町 2 高 卒

7 撚糸加工 18-40 女 8.1-8.5 港町 3 不 問

8 縫製工 30-45 女 9.5-10 友道 3 不 問

9 検査工 20-45 女 9 -10 宮 j掌 3 不 問

10 プッラク加ス工チ 18-35 女 9-9.4 三回 l 不 問

早急に人を求めていますグた
に
身
体
障
害
者
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ

る
方
は
、
市
社
会
福
祉
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
法
施
行
日
昭
和
白
年
叩
月
1
日

な
お
、
詳
細
な
こ
と
は
、
市
社
会
福

祉
課
(
宮
@

2

2
0
0
内
線
2
2
0
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。団

関
係
の

人
検
挙
に

ご
協
力
を

極
左
暴
力
集
団
関
係
の
指
名
手
配
犯

人
に
と
っ
て
の
か
逃
走
。
は
、
皆
様
が

お
考
え
に
な
る
こ
と
と
少
し
違
い
ま
す
。

彼
ら
に
と
っ
て

H

逃
走
。
は
、
。
潜
伏
H

と
い
う
闘
争
の
一
形
態
な
の
で
す
。

整理
希望職種 年齢 性別

希望
経験等 学 歴 資 格

番号 賃金

l 機技術械者 25 男 15否 技術職 3年 高卒 普 免

2 販売買 39 男 20 底長 8 年 高卒 普 免

3 補j容媛工助 46 男 18 発電所補26修年 高卒 普険物免2・種起・重電被検・3種危

4 電組立エ気 28 男 18 電気配線工1事年 高卒 普電気工事免士

5 電工事エ気 44 男 20 渉外関係 2年 高卒 普 免

6 雑務員 56 女 7 機械ボール年盤 高小卒16 

7 事務員 39 女 10 事導務員)(生活19指年 短大卒 生普活改良免普及員

8 事務員 23 女 11 事務 3 年 短大卒 普珠算 3免級

9 食品製造 26 女 10 電装組立8工年 高卒 普 免

10 雑務員 52 女 9 ポリ袋製16年造 中卒

〈求職情報〉緊急に職を探していますグ

し
た
が
い
ま
し
て
、
指
名
手
配
犯
人

を
検
挙
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
者
が
再

び
凶
悪
な
「
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起

こ
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
周
り
で
、
一
善
良
な
市
民
を

装
い
、
目
立
た
な
い
生
活
を
し
な
が
ら

爆
発
物
や
発
射
装
置
等
の
危
険
極
ま
り

な
い
武
器
を
作
り
、
こ
れ
を
実
際
に
発

射
し
て
お
り
ま
す
。
こ
と
さ
ら
警
戒
心

の
強
い
人
、
生
活
が
不
自
然
な
人
が
住

ん
で
い
な
い
か
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
月
日
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り

ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
狩
猟
の

マ
ナ
ー
に
留
意
し
て
事
故
の
な
い
安
全

狩
猟
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

最
近
は
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
銃
や

弾
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

保
管
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
、

入
山

さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
冬
眠

前
の
「
ク
マ
」
が
里
山
ま
で
エ
サ
を
求

め
て
出
没
し
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

「
心
が
け
」

@

一
人
で
入
山
し
な
い
こ
と
。

@

ラ
ジ
オ
、
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の

を
携
帯
し
て
行
動
す
る
。

な
お
、
ク
マ
を
発
見
し
た
ら
警
察
、

ま
た
は
、
市
役
所
農
林
土
木
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※くわしいことは 、魚津公共職業安定所

〈宮 24-0365>へお問い合わせください。

。。
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マ
申
込
み
期
間
口
月
日
日

ω

マ
販
売
価
格

1
部
一
、

0
0
0円

マ
申
込
み
方
法

・
現
ゐ
蕃
留
に
よ
る
方
法

(
事
務
局
へ
送
付
)

・
直
接
現
金
に
よ
る
方
法

(
事
務
局
へ
直
送
)

マ
申
込
み
内
容

・
申
込
み
部
数

・
住

所

-
氏

名

・
年

齢

・
職

業

.
電
話
番
号

・
受
領
方
法
(
運
送
受
領
、
直
接
受

領
)

マ
申
込
み
先

一T蜘
富
山
市
新
総
曲
輪
1
1

7

魚:孝命~~然魚今市
みしまおこぜ

富
山
県
観
光
物
産
課
内

富
山
県
観
光
連
盟
事
務
局

合

0
7
6
4
@
4
1
1
1

(
内
線

5
1
9
)

運
送
料
は
着
払
い
(
申
し

込
み
者
負
担
)
と
す
る
。

マ
運
送
料

日
月
日
日

ω
午
後
7
時
初
分
l

マ
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

マ
学
習
課
題「

逗
し
い
子
供
に
育
て
よ
う
」

師

富

山
大
学
教
授

泉

敏

郎

先

生

マ
と

き

マ
講

マ
と

11 
午月
前 15
9 日
時 ω
12 
時
15 
分

き
頭は大きく口は広くさけ、フルドックのよ

うな顔をしているガ、頭上の眼ガ宙をにらむ

ように見えるのでスターゲイザー〈星を見つ

める人〉というシャレ芝英名ガつけられてい

る。ふだんは酒底の砂や泥の中に体をうつめ

ているガ、眼の前に小魚ガ近づくやいなや、

一瞬の内に丸のみにする。オコゼの仲間では

ないガ、頭のうしろには肩こう骨ガ変化し芝

2対の鋭い願ガあり、さされるとかなり痛む。

きれいな自身で、すまし汁などにされる。

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館
ホ
ー
ル

マ
テ
ー
マ
「
時
代
と
品
質
」

マ
講
師
安
食
恒
雄
先
生

ヘ
松
下
電
子
工
業
側
半
導
体
J

F

事
業
本
部
品
質
技
術
部
長
¥

マ
Q
C事
例
発
表
会

5
企
業
に
よ
り
発
表

無

料

マ
参
加
費

ム
の
開
催

マ
テ
ー
マ
「
み
な
お
そ
う
我
が
魚
津
」

マ
と
き
日
月
幻
日
幽

・
受

付

午

後

6
時
1

・
開

演

午

後

6
時
加
分
1

8
時
初
分

(
終
了
予
定
)

マ
と
こ
ろ
サ
ン
ル
l
ト
魚
津

2
階

、-J
Z
1'I
f
-
f
E
，z-
J
tf
I
f
-
-J
‘1
'E
z
f
I
f
-
gf
E
f1
J

〈.こ
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

〉

い

V
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

魚
津
市
新
ゐ
量
一
ー
ー
四
l
五

~

五
万
円

宮
島
清
峯
氏
…

マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
|
青
山
公
三
氏

マ
パ
ネ
ラ
l

原

菊

男

氏

・
寺
島
美

津
枝
氏

・永
田
良
雄
氏

町津
L..........地実
P 区施
ガ (地
さ 上域
… 一 ・一 一 ・

1火 ニ
歪l正
3E月 二天

森災 丁神
焼ぞ 目地
注す ・区
意 。 諏-
j 訪魚

第

6
固
「
技
術
講
座
L

受
講
生
募
集

ー

ー

テ

l
マ
「
デ
ザ
イ
ン
と
技
術
」
|

|

現
代
は
デ
ザ
イ
ン
と
技
術
が
密
接

に
結
び
つ
く
時
代
と
い
え
ま
す
。
デ

ザ
イ
ン
の
歴
史
、
現
代
に
対
応
す
べ

き
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
を
お
持
ち
の
お

方
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
第
一
講
日
月
お
日

ω

第
二
講
日
月
初
日
幽

第
三
講
ロ
月
1
日
間

午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
(
魚
津
市
川
縁
)

マ
場
所

マ
内
容

・
第
一
講

デ
ザ
イ
ン
の
発
生

・
工

業
化
と
デ
ザ
イ
ン

・
時

代
の
デ
ザ
イ
ン
様
式
。

現
代
の
デ
ザ
イ
ン
。

デ
ザ
イ
ン
と
生
活

・
デ

ザ
イ
ン
と
技
術
。

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
室
内
造
形
科
教
官

金
藤
完
三
郎
先
生

マ
受
講
料
五
、

0
0
0円

マ
主
催
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
新
川
地
区
振
興
会

マ
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

魚
津
市
川
縁
一
、
二
八
九
の
一

2
0
7
6
5
@
5
5
5
2
 

-
第
一
一
講

・
第一一一講

マ
講
師

松田喜典治新金屋一丁目 100，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

有沢 武雄本町二丁目 5，000円

里 こと新金屋二丁目 10，000円

牧 堅治本町一丁目 30，000円

谷ヒロ子高畠 8，175円

堀と志子六郎丸 20，000円

故梅原善首諏訪町 100，000円

荒田 隆六郎丸 50，000円

魚津飯金塗装整備工場 5，000円

大崎富勇村木町 30，000円

横田一男東町 30，000円

「愛の募金箱」

大町小学校ほか50か所

住井敏暗 中央通り一丁目

山根駒義出

側北陸プラ ント建設

谷口貞夫道坂

松木きょ子新角川一丁目

窪田あい持光寺

吉野幸雄本町一丁目

沢田哲夫横枕

沢 田 ス ズ江吉島

石川孝一石垣新

駒見 新友道

友田道治 新 角 川 二 丁 目

有沢武雄本町二丁目

263，783円

100，000円

100，000円

10，000円

50，000円

50，000円

30，000円

10，000円

10，000円

30，000円

30，000円

10，000円

5，000円

※受付の順番で掲載して いますが、紙面

の都合で一部次の号以降にな ります。
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⑧ 
② 

一定ぷ さふ江主⑦
上口二丁目 18-14 岡崎つゆさん (明治 19年 10 月 12 日 生) ~

10月11日、満百歳を迎えられた岡崎つゆきんに、朝倉県( 11 A ， 
社会福祉課長、清河市長が、お祝状、毛布などを贈り長寿を ¥1./ ノ
お祝いしました。岡崎さんは、県内では 13番目、魚津市で 、ー〆
は新金屋町の後藤ったさん(百一歳)についで 2 番目の長寿 r ~ 三、

者です。 I 噺~l

昭和61年11月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

V畜産共進会開催
10月17日魚津家畜市場で、新川地区の畜産共進

会が聞かれ、乳用牛、肉用牛、未経産豚など85頭

が出品された。出品された家畜は、各農家が丹精

込めて育てたものばかりてい、審査も一頭ずつ慎重

に行われていた。

A
白

菜

初

出

荷

企
苗
木
即
売
会

叩
月

μ
日
市
役
所
前
公
園
で
、
山

茶
花
、
夏
椿
、
柿
、
栗
な
ど
の
苗
木

約
別
種
(
脚
本
)
が
即
売
さ
れ
た
。

た
く
さ
ん
の
な
か
か
ら
好
み
の
苗

木
を
求
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

こ
の
数
日
来
、
朝
晩
は
ひ

ど
く
寒
く
感
じ
る
。
本
格
的

な
寒
波
の
訪
れ
ま
で
に
は
、

ま
だ
聞
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
、

こ
の
冬
は

H

暖
冬
。
な
ら
ぬ

H

寒
冬
H

に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
、
気
が
も
め
る
。

だ
が
、
日
本
の
冬
に
は
一
つ
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
冬
晴
れ
が
多
く
、

空
は
青
く
、
太
陽
の
光
が
ふ
ん
だ
ん
に

惜
し
み
な
く
降
り
そ
そ
ぐ
こ
と
だ
。

H

裏
日
本
u
と
い
わ
れ
る
日
本
海
側
は
雪

と
曇
り
空
が
多
い
け
れ
ど
も
、
太
平
洋

側
は
冬
も
日
照
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

明
る
い
地
中
海
ぞ
い
は
別
と
し
て
、

冬
空
の
暗
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
少
し

で
も
お
日
さ
ま
が
顔
を
出
す
と
、
日
光

浴
を
し
た
が
る
。
そ
れ
は
日
本
の

H

日
向
H

ぼ
っ
こ
の
よ
う
に
の
ん
び
り
し
た
も
の

で
な
く
、
ま
る
で
貴
重
な
薬
で
も
飲
む

よ
う
な
真
剣
さ
で
、
日
照
を
浴
び
よ
う

と
努
め
る
。
そ
の
点
、
日
本
人
は
冬
晴

れ
の
あ
り
が
た
さ
を
そ
れ
ほ
ど
思
っ
て

い
な
い
よ
う
だ
。
が
日
本
に
来
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ど
は
、
陽
光
に
恵
ま

れ
た
日
本
の
冬
は
実
に
素
晴
し
い
と
礼

賛
す
る
。
わ
た
し
た
ち
も

H

日
本
の
冬
。

を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
。
日
本
ア
ル

プ
ス
も
冬
が
い
ち
ば
ん
よ
く
見
え
る
。

冬
の
季
節
を
観
光
の
シ
ー
ズ
ン

・
オ
フ

に
し
て
お
く
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
。
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編集予

印刷/魚津印刷株式会社

E軍司園田置
人(前月対比)

人口(男) 23 ，968( -15) 

(女) 25，991(一 3)

計 49，959 ( -18) 

世帯数 13，604世帯

市の面積 200.75knf 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(9月末現在)


